
1 2

3 4

5 6

7 8

9 10

　職員構成（年齢別） 職員構成（性別）

揖保川中学校　令和５年度　職員による学校自己評価　　令和６年１月実施

授業時数の確保が行われている。 基本・基本の定着を図る指導ができている。

主体的に学習に取り組む態度を育成する取り組みがで
きている。 読書指導の充実を図ることができている。

学校として基本的生活習慣の育成が図られている。
問題行動が発生したとき、組織やチームとして対応す
る指導体制ができている。

教育目標は、全職員に共通理解されている。
教育目標・経営方針に沿って学校・学年経営が行われ
ている。

校務分掌が、適切に配置されている。 教職員の資質向上を目指した研修が行われている。
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いじめや偏見のない学級や集団づくりを図ることがで
きている。

自分は、与えられた校務分掌に積極的に取り組んでい
る。

自分は、生徒の実態に応じた教材等の工夫、授業改善
に取り組んでいる。

自分は、日常の教育相談の充実など、生徒理解のため
の生徒指導を心がけている。

全教育活動を通して、いじめや体罰の撲滅など、人権
に配慮した取り組みが図られている。

通常学級においても一人ひとりの教育的ニーズに応じ
た特別支援教育が図られている。

生命の尊さや助け合いの大切さなどを踏まえた安全教
育を推進することができている。

施設・設備の安全点検、安全管理に努めることができ
ている。

学校保健を充実させ、生徒の健康の基礎を培うことが
できている。

生徒会活動、行事等の計画や運営は適切である。

道徳の指導方法や資料の活用に取り組んでいる。
人権尊重の精神を養い、差別をなくしていく実践力を
育てる取り組みが図られている。

①

①

①

②

②

②

③

③

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R3

R4

R5

①

①

①

②

②

②

③

③

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R3

R4

R5

①

①

①

②

②

②

③

③

③

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R3

R4

R5

①

①

①

②

②

②

③

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R3

R4

R5

①

①

①

②

②

②

③

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R3

R4

R5

①

①

①

②

②

②

③

③

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R3

R4

R5

①

①

①

②

②

②

③

③

③

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R3

R4

R5

①

①

①

②

②

②

③

③

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R3

R4

R5

①

①

①

②

②

②

③

③

③

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R3

R4

R5

①

①

①

②

②

②

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R3

R4

R5

①

①

①

②

②

②

③

③

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R3

R4

R5

①

①

①

②

②

②

③

③

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R3

R4

R5



23 24

25 26

26 27

２７．その他意見があれば記入してください。

自分は、全教育活動を通して、ICT活用に積極的に取り
組んでいる。

自分は、勤務の適正化に取り組んでいる。

自分は、部活動において適切な指導を心がけたり、積
極的に指導に当たっている。

自分は、全教育活動を通して、新型コロナウイルス感
染拡大防止を意識しながら、指導に当たっている。

自分は、生徒の健康状態について、家庭との連絡を密
にとり、健康管理を図ることを心がけている。

・生徒会行事が多すぎて、担当としてはカツカツで本業の授業のほうに力をさけなかった。もっと容量よくできればいい話なのですが…。行事をもっと減
らせないのか？例えば、人間関係プログラムの時間を短くして、入学説明会を一緒にするとか、行事も精査すればもっとゆとりある勤務になると思いま
す。

・教育現場は大きく変化しています。以前のような学教評価の観点では、計り知れないこともうまれています。生徒に寄り添った指導をおこないたいの
ですが、自分自身うわべだけの指導になってしまうことが多くなったような気がします。50代オーバーの職員にとって、今までの経験やスキルが通用し
ない現場になったような気がします。

自分は、学級活動、生徒会活動において適切な指導を
心がけている。
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